
東
京

（第

一
九
号
）

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
足
立
区
東
伊
興
町

一
丁
目

・
伊
興
町
狭
間

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
―

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
伊
興
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
々
木
彰

。
松
本
　
晃

・
大
崎
美
鈴

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
四
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

伊
興
遺
跡
は
、
毛
長
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
、
遺
跡
周
辺
で
は
、

自
然
堤
防
を
取
り
巻
く
低
地
帯
が
泥
炭
層
を
発
達
さ
せ
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
遺
跡
北
東
端
で
、
先
の
木
簡

（本
誌
第

一
九
号
）

と
ほ
ぼ
同
地
点
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
出
土
し
た
低
地
帯
は

自
然
堤
防
を
大
き
く
え
ぐ
り
込
ん
で
お
り
、
毛
長
川
の
河
岸
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
出
土
遺
物
か
ら
、
河
岸
は
九
世
紀
以
降
に
埋
没
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

木
簡
は
い
②
と
も
に
、
標
高

一
。
三
―

一
・
五
ｍ
付
近
の
中
層
―
下
層
中
か

ら
の
出
土
で
あ
り
、
先
の
木
簡
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
流
入

（投
棄
？
じ
し
た
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
年
代
は
平
安
時
代
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
。

堕
立
ヵ
〕
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卜
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い
は
下
端
部
が
切
断
さ
れ
、
弧
状
の
浅
い
溝
と
孔
が
作
ら
れ
る
な
ど
二
次
的

加
工
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
来
は
も
う
少
し
長
さ
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
墨
痕
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
文
字
の
痕
跡
が
隆
起
し
て
残

っ
て
お
り
、
斜
光
に
よ
っ
て

一
部
分
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
は
二
行
書
き
と
考
え
ら
れ
、
上
端
部
は
摩
減
の
た
め
明
確
で
は
な
い
が
、

右
行
上
部
に

「立
薦
二
巻
」
と
記
さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
面

を
請
求
ま
た
は
収
納
の
物
品
を
書
き
連
ね
た
裏
面
と
み
て
、
表
面
に
請
求
ま
た

は
収
納
な
ど
の
事
書
に
あ
た
る
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ

る
。
「立
薦
」
と
は
、
筵

（席
）
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
屏
風
の
よ
う
に
立
て
る

も
の
で
、
古
代
の
儀
式
等
の
際
に
備
え
ら
れ
る
調
度
品
の

一
つ
で
あ
る
。
コ
一

巻
」
の
数
量
単
位
は
保
管

・
運
搬
状
態
を
あ
ら
わ
す
。

近
年
地
方
官
衛
遺
跡
か
ら
、
薦
関
係
の
木
簡
の
出
土
例
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら

の
木
簡
や
正
倉
院
文
書
な
ど
か
ら
、
官
衡
施
設
内
に
調
度
品
を
管
理
す
る
部
署

が
あ
り
、
儀
式
等
の
度
に
請
求

・
返
納
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
遺
跡
か

ら

「立
薦
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
古
代
の
地
方
官
衛

に
関
連
す
る
何
ら
か
の
施
設
が
あ
っ
た
可
能
性
が
よ
り
強
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
は
上
端
部
を
欠
損
す
る
が
、
下
端
部
と

一
側
縁
が
や
や
薄
く
な
る
よ
う
加

伊い

興;
遺
跡



工
さ
れ
、
下
方
に
は
三
つ
ず
つ
二
段
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
の
形
状
は
二

次
的
加
工
に
よ
る
も
の
で
、
本
来
は
短
冊
型
を
呈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

墨
痕
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
お
り
、
文
字
数
を
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
程
度

で
あ
る
が
、
幅
広
の
短
冊
型
と
い
う
形
状
か
ら
文
書
木
簡
の

一
部
で
は
な
い
か

と
想
定
さ
れ
る
。

一

な
お
木
簡
の
釈
文

・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平

川
南
氏
の

「伊
興
遺
跡
Ｂ
ｌ
ｄ
１
８
区
出
上
の
水
簡
お
よ
び
木
札
」
（関
係
文
献

所
収
）
を
も
と
に
ま
と
め
た
。

８
　
関
係
文
献

伊
興
遺
跡
調
査
会

『伊
興
遺
跡
Ⅱ
Ｉ
保
木
間
堀
親
水
水
路
整
備
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
―
』
全

九
九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
崎
美
鈴
）
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釈文の訂正と追加
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